
Spring 2024
発行元 : Google for Education

監修

編著

制作

泰山裕
佐藤和紀

三井一希

BASE_C

中京大学教養教育研究院　教授
信州大学教育学部　准教授

山梨大学教育学部　准教授　

知っておきたい基本操作と
動画解説つき

Google Jamboard からの
移行ガイドつき

※FigJam は Figma 社が提供する、オンライン ホワイトボードツールです。

無限キャンバスで広がる・深まる

FigJam 授業実践ガイド※



はじめに

　ホワイトボード ツールを使うことで、ブレイン

ストーミングをする、自分の考えを可視化する

等の活動を行いやすくなり、議論の活性化につ

ながる効果も期待できます。さらにこのツールが

クラウド化されていることで、遠く離れた人と

もオンライン上で協働できたり、データの保存や

共有が容易になったりします。そんな中、教員に

積極的にご活用いただいていた Jamboard は

サービスを終了することとなりました。

　慣れ親しんだツールが使えなくなることへの

不安や戸惑いがあるかもしれません。しかし、

このようなときこそ柔軟に汎用ツールを使いこな

せるかが試されているのだと思います。私たちは 

Jamboard を使いこなせる子どもを育成する

ことのみに重きを置いてきたのではなく、

Jamboard を活用して情報を整理したり、他者と

クラウド上で共同作業を行ったり、他者の考えを

参照しながら自分の考えを構築できる子どもの

育成を目指してきたはずです。変化の激しいこの

時代、技術革新によって Google 社のツールに限

らず、今後もさまざまなサービスの終了やアップ

デートに伴う仕様の変更等は想定されます。どの

ような状況であっても、新たな環境に柔軟に適応

していけるかどうかが重要であり、日頃から情報

活用能力を身につけておくことが欠かせません。

　FigJam は無限に広がるキャンバスの表示

形式を採用しているので、Jamboard よりもたく

さんの情報を蓄積したり、構造化したりすること

が可能になります。これにより、教科の枠組みを

超えて学びを蓄積していくポートフォリオとして

の役割や、クラスや学年を超えたより多くの人と

の協働といった新たな可能性が生まれてきます。

　

　まずは Jamboard で実践していたことを

FigJam に置き換えてみる「代替」としての活用

から始めてみるのはいかがでしょうか。 多少見

え方や仕様は異なりますが、Jamboard ででき

たことは FigJam でもできます。そして、FigJam 

の活用に慣れてきたら、Jamboard にはなかった

新たな機能を使った実践にチャレンジしてみる

ことをおすすめします。FigJam のよさにもっと

気づけるはずです。

　

　このような変化を前向きにとらえ、FigJam 

を活用する教員が全国の教育現場でこれまで

以上に魅力的な授業を実施されることを願っ

ています。

山梨大学教育学部　准教授

三井 一希

※本冊子では、2024 年 4 月時点の情報をもとに、 FigJam の機能や学習における利用について紹介しています。

https://goo.gle/training_fig_figjam

FigJam 研修
Chromebook 採用自治体
の教育委員会ご担当者
様、教職員様向けの操作
研修を実施しています。

https://help.figma.com/hc/ja

FigJam のヘルプページ
FigJam の最新情報とヘル
プページをご確認いただけ
ます。また、FigJam ボード
右下の　からもお問い合わ
せいただくことが可能です。
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FigJam の機能については動画でも分かりやすく解説しています。
https://goo.gle/video_fig_figjam

FigJam の基本ツールと操作方法

第
　
章
1

FigJam の利用を開始する
　FigJam へのアクセスが可能になったら、さっそく利用を開始してみましょう。

Google Jamboard と FigJam の違い
　Jamboard で使用していた手書きや付せん機能等は、 FigJam でも利用できます。FigJam 

は、 Jamboard と同等の機能を網羅しており、さらに FigJam 独自のものも多数あります。

　Jamboard と FigJam の大きな違いは、Jamboard はスライド形式であったのに対し、 
FigJam は FigJam ボード上が無限に広がるキャンバスであるということです。

　無限に広がるキャンバスだからこそ、時間や空間を広げた学びを実現することができます。
1 時間の授業にとどまらない学びの蓄積や、Jamboard では 50 セッションだった制限を超え
て多くの人と 1 枚のキャンバスを同時に編集することができるというメリットがあります。また、
授業間での知識の関連付け、およびクラスや学年を超えた協働学習を行いやすいという
メリットもあり、今まで以上に効果的な指導を行うことが可能になります。本冊子では、すぐに
実践できる事例から、新たな学びを創造できる事例まで、幅広く紹介しています。まずは難しく
考えず、 FigJam を活用してみましょう。

Jamboard FigJam

Jamboard と FigJam の相違点

スライド形式

無限に広がるキャンバス

※FigJam の利用には、教育委員会様ごとの利用申請が必要となります。利用申請の詳細については P.63 からご参照ください。

言語設定の変更

　画面右下の　　マークをク
リックし、 Change language を
選択します。選択肢に English 

と日本語がでてきますので、
日本語にチェックをいれ、 Save 

を押します。

ログイン

FigJam ボード新規作成

※子どもも同じ方法でログインします。

　　　　　　　　　　　　　　　　   にアクセスし、右上のログインをクリックします。 
Google で続行を選択し、自治体や学校ドメインのアカウントを選択のうえログインをします。

　　　　　FigJam ボードをクリックし、ファイルを新規作成します。

  250 （閲覧のみ 500 ）
○
○
○

50

○
○
○
 

同時ユーザー ・ セッション
履歴の表示
手書き・テキスト・画像挿入
背景画像設定

発表補助ツール

作業スペース数

付せん

FigJamJamboard

スポットライト機能レーザーポインター

20 フレームまで

・改行不可
・無記名

・改行可能
・記名 / 無記名選択可能

二次元コードからも
アクセスできます。

無制限（ 1 枚のキャンバスのようなボード
が無制限に広がる。セクションを分けること
で個別のページのように使用可能）

https://www.figma.com/ja/figjam/ 
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FigJam の機能については動画でも分かりやすく解説しています。
https://goo.gle/video_fig_figjam

付せんには作成者が記入
されていて、誰が書いたか
分かるようになっています。

　　作成者を表示 / 非表示を押すと
作成者の表示 / 非表示を切り替えることが
でき、匿名でテキストを記入することもできる

テキストが長くなる場合は Enterキーで
改行をして記入できる

付せんに記入する

付せんを使って意見を集約

ワザ33 付せん

知っておきたい 10 のワザ

ツールバーから 　　付せんツールを選択、
付せんの色を選ぶ

第
　
章
1

手書き タイピング

ツールバーから　　テキストツールを
選択、色や文字の大きさを選択し書き込む

ツールバーから　　ペンツールを選択、
色や太さを選択し書き込む

ワザ22 文字入力

ワザ 11 ピンチイン・ピンチアウト

Tips

付せん内の文字の
大きさやフォント
を指定できます。

Tips

二本の指で画面を押さえ、指と指を離す

ピンチアウト: 画面を拡大

二本の指で画面を押さえ、指と指を寄せる

ピンチイン: 画面を縮小

作成者を表示 作成者を非表示

Tips

文字の大きさや色、太さを変えたり、箇条
書きリストの形で書くこともできます。

マーカーのみでなく、蛍光ペンや消し
ゴム等を選ぶこともできます。

Tips

箇条書きリスト太字フォントサイズ
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ツールバーから　　  図形ツールを選択、
任意の場所を選択しクリックして挿入

いろいろな形を使って情報を整理

画像や動画挿入で具体的なイメージを表現

貼り付けた URL のサムネイルを選択することで該当の Web サイトを閲覧できる

メディアの中から希望の画像や動画を
選択すると、FigJam ボード上に
貼り付けることができる

ツールバーの　　マークの中にある
その他のタブから、メディアを選択

共有したいリンクを入力し、追加を押すと、
リンクの内容を FigJam ボード上に
貼り付けることができる

根拠情報等の URL を共有

ワザ66 リンク挿入

ワザ55 画像・動画挿入

ワザ44 図形
第
　
章
1

Tips

一般的な Web サイト
の URL のみでなく、
Google ドキュメントや 

Google スライド等のリ
ンクを追加することも
できます。ドキュメント
やスライド等を追加し

図形を複数の中から選択できるので、情報の
意味ごとに形を変えることもできます。

知っておきたい 10 のワザ

ツールバーから　　　コネクターや
直線を選択し、図形と図形をつなぐことで
情報を整理することができる

ツールバーの　　マークの中にある
その他のタブから、リンクを選択

た場合は、 FigJam ボード上で直接編集する
こともできます。

Tips Tips

FigJam ボード上に、
直接 URL をコピー＆
ペーストで貼り付ける
こともできます。

※

※Google Workspase で作成したデータを別途、共有して
いると、FigJam上でも閲覧、または編集することができ
ます。
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見たい人の画面 自分の画面自分の画面

画面右上の自分のアイコンマーク横の
　　矢印ボタンをクリックし、
自分にスポットライトを当てるを選択

自分の画面を見てほしいとき
画面右上の自分のアイコンマーク横の
　　矢印ボタンをクリックし、
見たい人のアイコンを選択

他者の画面を見たいとき

ワザ88 スポットライト

セクションに入れた図形や付せん等は
まとめて移動させることができる

個人の作業スペースができる

ワザ77 セクション 

ツールバーから　  セクションを選択、
任意の場所を選択してクリックして挿入

ワザ1010 リアクション

選択したスタンプを自分やクラスメイトの
付せん等に押したり、リアクションを
リアルタイムに共有したりできる

子ども同士のコミュニケーションを活性化する

カメラアイコンの左上の赤いボタンを
押し、撮影ボタンを押して撮影

自撮りや目の前の観察対象を撮影し挿入する

ワザ99 カメラ

知っておきたい 10 のワザ

　  スタンプツールから押したいスタンプや
リアクションを選択

　　 選択ツールを選択している状態で、スタン
プの上にカーソルを置くと、誰が押したスタン
プか確認することができます。

ツールバーの　　マークの中にある
すべてのタブのアイスブレーカーから
　   Photo Boothを選択 ※初回は、カメラへのアクセス許可を行ってください。

Tips

FigJam ボード上の全員に
自分の画面を共有できる

アイコンを選んだ人と
同じ画面に移動することができる

反映
反映
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コメント

コメントのやり取りが簡単にでき、協働学習
に便利。メンションして特定の相手にコメント
することも可能

4 マインドマップ

フォーマットを使って思考を可視化できる型が
用意されており、思考を可視化し、考えてい
くことを補助できる

5マスキングテープ

マスキングテープを貼ることができる
単元ごとの区切りや境目等に使うと便利

3

活動がさらに広がる！多様なツール

投票

リアルタイムに投票と投票結果を確認できる

1

3

2

タイマー

活動に必要な時間をセットし、集中力を高め
ることができる

2

アイスブレーカー

似顔絵を描くテンプレートやサイコロ等、
初対面でも話しやすい雰囲気をつくりだすこと
ができる

8

音声録音

音声を録音することができる
子どもに録音させて音声課題を提出させる
ことも可能

7

目隠し

該当のセクションを選択し、　　セクションを
非表示を押すとセクション内に記入した内容
を隠すことができる

6

7 85

6

投票

マスキングテープ

タイマー コメント

マインドマップ

目隠し

アイスブレーカー音声録音

1 4
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すべてのチームを選択

チーム名を記入し、
アクセス権限を選択

FigJam にログインし、
画面左側の組織アカウント名を
クリック

テンプレートの公開をクリック

チームの作成

プロジェクトの作成　FigJam の基本的な機能を理解した後はいよいよ実践です。FigJam を実際に活用する

前に、チームの作成方法や、FigJam ボードの共有、変更履歴の確認方法についてご紹介し

ます。
　プロジェクトは、FigJam ファイルをためて

おくフォルダーのようなものです。

　作成したチームに入り、右上の　　　　

＋プロジェクトより作成することができます。

クラスごとにチームを作成している場合は、

チーム内に各教科のプロジェクトを作成する

ことをおすすめします。

　FigJam のチームとは、Google Classroom のクラスのようなものです。チームを作成して

おくと、テンプレートの共有がしやすくなります。教科やクラス単位でチームを作成すると管理

がしやすくなります。

授業運営で役立つ機能

テンプレートの共有

　作成したテンプレートを公開することで、FigJam ボード画面左上の　　テンプレートより

いつでも利用することができるようになります。

ファイルの共有

　共有したいファイルを開き、　　  共有を

クリックし、ファイルへのアクセス権限を

設定します。リンクをコピーするをクリック

し、Google Classroomや Google Chatに

リンクを投稿します。

右上の　　　 を選択

画面右上の　　  共有をクリックし、
テンプレートを公開を選択
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変更履歴の確認

　ファイル名の横の　   を押し、バージョン履歴を表示をクリックすると、変更履歴が表示

されます。

授業運営で役立つ機能

Jamboard で
やっていた活動を

FigJam で実践

目次

並び替えて分類する

共通テーマについてみんなで意見を出し合う

資料をもとに気付きを洗い出す

友だちと比較し自分の考えを深める

思考ツールを用いて情報収集・整理分析する

情報を構造化する
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このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

並び替えて分類する実践

1       セクションツールで子どもが作業するための 1 人分の枠をつくります。
　  マークの中にあるその他のメディアから、Google ドライブ内に保存してある授業で使う図形
を挿入して貼り付けます。図形を挿入したセクションを作成し、分類するための枠をつくります。
子ども 1 人分のセクションができたら、人数分をコピー ＆ ペーストします。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

有

識者
のコメント

文字入力が十分にできない低学年からでも実践できる事例です。算
数の図形や理科の仲間分け等、さまざまな教科の学習場面で使え
ます。子どもが自ら手を動かし、分類する活動を通じて細部の特徴
に気付いたり、共通点や相違点に着目したりすることができます。

活動の準備Step1

Jamboard では 1 人 1 フレームでしたが、 FigJam ではセクションを使うことで子どもが 1 人ずつ作業
できるスペースをつくることができます。

Tips

簡単な図形であれば、 　　   図形
ツールで作成することもできます。

Tips

図形の単元で、三角形の分類を行った例算 数      

▼人数分をコピー ＆ ペースト

PDF閲覧の方はタップできます
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▼FigJam ボード上で操作している全員に自分の画面を共有できる

左上のセクション名を選択し、子どもに自分の名前を記入するよう伝えます。
分類をするものの特徴（今回であれば正三角形、二等辺三角形、不等辺三角形）の違いを説明し、
子どもは        ツールを用いてそれぞれ分類する枠の中にあてはまるものを移動し分類します。

教員は考えを取り上げたい子どもに、右上の自分のアイコンをクリックし、自分にスポット
ライトを当てる（P.12 参照）を選択するよう伝えます。指名された子どもは、どのように考え
たか等、自分の考えを発表します。

自分の画面

▼指名された子どもがスポットライト機能を使って画面を共有▼三角形を分類する

分類するStep2 発表するStep3

32人のフォロワー 停止

反映

2322

Jam
b

oard
 

で
や
っ
て
い
た
活
動
を FigJam

 

で
実
践

第
2
章

並
び
替
え
て
分
類
す
る



このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

実践

2       テキストツールや       セクションツール等を用い、学級会で子どもが意見を書き出すため
の枠をクラス全体で 1 つ用意します。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

共通テーマについて
みんなで意見を出し合う

学級会のように、さまざまな意見が出される場で FigJam を取り入れ
た事例です。広いキャンバスを使って 1 人ひとりの意見を可視化する
ことで、少数意見にも目を向け、多角的・多面的に考えることができ
ます。また、意見や投票結果がクラウド上に残るので議事録としても
役立ちます。

学級会 「仲のいいクラスにするためにはどうするか」を子ども同士で考えた例

セクションごとに色を変えることで、お題の違いが見分けやすくなります。

該当のセクションを選択し、ツールバーの色メニューから好きな色を選びます。

Tips

有

識者
のコメント

活動の準備Step1

PDF閲覧の方はタップできます
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▼子どもたちが付せんツールを使って意見を出し合う ▼スタンプツールを使って投票する

ここまでに出てきた意見について、よいと思うものに      スタンプツールでリアクションをし
ます。1 人 2 つ等ルールを決めておくと全員の意向を平等に取り入れることができます。

本日の学級会の目的や流れを説明します。
説明後、子どもは          付せんツールを使用して考えを書き出します。
セクションが複数ある場合は、まずはどのセクションについて意見を出すか、教員から伝えなが
ら進行します。

デフォルトで名前が入るので、誰の発言かがひと目
でわかり便利です。
誰が記入した意見なのかわからない状態でリアク
ションをしたいという場合は、該当の付せんを選択
し、　    　作成者を非表示にすることもできます。
今回の実践では作成者を非表示にしています。

Tips

意見出しが終わったら、似た
意見を近くに集め、         ペン
ツールで囲み、そのグループに
名前をつけると、出た意見を
分類することができ、クラス
全体でどんな意見が出たの
か把握しやすくなります。

意見を書き出すStep2 リアクションするStep3

ポイント
学習の

リアクションが多かった意見に焦点をしぼって議論を行ったり、なぜこの
意見にスタンプが集まったのかを議論したりすると、話し合いがさらに深
まります。

ポイント
学習の
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理 科

　  セクションツールを用い、グループごとに気付きや調べたこと等を書き出せる枠をつくり
ます。
      マークの中にあるその他のメディアから、題材にする写真を挿入し準備をします。1 グループ
分のセクションができたら、グループの数分をコピー ＆ ペーストします。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

資料をもとに
気付きを洗い出す

情報を集める際には教科書や写真から情報を取り出したり、実物を
観察して気付きを書き出したりします。また情報を整理・分析する際
には、情報同士を比較したり、分類したりしながら学習目標につい
て考えます。FigJam を使うことで、気付きを互いに共有しやすくな
り、自分では気付けなかった視点を得ることができます。

有

識者
のコメント

植物の葉について気付きを洗い出し、情報収集をした例

 画像が動かないよう、ロック機能を用いるのがおすすめ
です。

Tips

実践

3

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

活動の準備Step1

PDF閲覧の方はタップできます

画像をダブルタップし、
「ロック/ロック解除」を
選択する

写真はローカルフォルダから 

FigJam にドラッグ ＆ ドロップ
で挿入することもできます。

Tips
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画面を縮小（P.8 参照）して全
体を俯瞰することで、他のグ
ループの取り組みも見渡すこ
とができます。授業の終わりに
どんな話し合いが行われた
か、クラス全体で振り返ること
もおすすめです。

　　   付せんツールを使い、子どもに写真を見て気付いたことを書き出すよう指示します。 書き出した気付きをもとに、「なぜそのようになっているのか？」「共通点は何か？」等を Web

サイトで調べるよう指示します。

間違ってもいいので、よく観察して気付いたことを書き出すように促し
ましょう。
また、面白い視点で気付きを出しているグループのコメントにスポット
ライト（ P.12 参照）を当てながら、「このグループではこんな見方をして
いるよ」とクラスで共有すると、意見出しを活性化することができます。

                付せんツールは色を変えることが
できるので、疑問に思ったことは紫等、色を
決めて指示を出すと、分類しながら書き出す
ことができます。

Tips

Tips

            ペンツールを使えば、注目
した箇所を囲ったり矢印を入れた
りすることができます。

Tips

          マークの中にあるその他の
リンクを選択して、 Web サイトで
調べたことを挿入すると、根拠と
セットで情報収集を行うことがで
きます。

最後に、振り返りとして、「今日学んだことやもっと調べてみたいことを書こう」の枠の中に、
今日の情報収集で新たに学んだことやもっと調べてみたいこと等を      テキストツールを
使って記入します。

写真について気付きを書き出すStep2 情報収集で気付きを深めるStep3

ポイント
学習の

ポイント
学習の
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▼人数分をコピー ＆ ペースト

道 徳

実践

4

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

      セクションツールで、子どもが作業するための 1 人分の枠をつくり、教材文を読んで子
どもたちに考えてほしい問いを　    テキストツールを使って記入します。子ども 1 人分の
セクションができたら、クラスの人数分をコピー ＆ ペーストします。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを  Google Classroom で子どもに共有します。

セクションの配置を教室の席配置と同じにしておくと、机間巡視もしやすいの
でおすすめです。

Tips

友だちと比較し
自分の考えを深める

Google Jamboard でよく活用されていた 1 人 1 シートの考え方
は、 FigJam ではセクションを活用することで実践できます。さらに 

FigJam には、他の人の考えを知りたいときに、多くの人の考えを
無限キャンバスである FigJam ボード上で一気に見られるという
よさがあるので、自分と他者を比較したいときに適しています。

教材文を読んだうえで自分の考えを書き出し、子ども同士で比較した例

有

識者
のコメント

活動の準備Step1

PDF閲覧の方はタップできます
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▼FigJam ボード上の全員に自分の画面が共有される

発表者の画面

左上のセクション名を選択し、子どもに自分の名前を記入するよう伝えます。
子どもは、教材文を読んだうえで問いに対する自分の考えとその理由を        テキストツールで
書き出します。

個人ワークが終わったら、他の子どもの意見を見て、自分の考えと比較するよう促します。

子どもに、自分の考えやその理由を発表するよう促します。
発表者が、スポットライト機能（P.12 参照）を使い発表することで、聞いている子どもも同じ画面
を見ながら聞くことができます。

書かれているものを比較するのみでなく、自分と近い考えの人や異なる考えの人を見つけて
お互いの考え方を議論すると、より深く思考することができます。
自分にはなかった視点は、テキストの色を変えて追記すると、考えの変容を可視化することも
できます。

タイマー機能を使うことで、集中して
ワークに取り組むことができます。

Tips

発表を聞きながら、気付いたこ
とや感想、アドバイスを上の
ツールバーにある　　  コメ
ント機能で記入するよう促す
と、子どもも集中して発表を聞
くことができます。

Tips

自分の意見を書き出し、他者と比較するStep2 考えを発表するStep3

反映

32人のフォロワー 停止

ポイント
学習の
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理 科

実践

5       セクションツールで、子どもが作業するための 1 人分の枠をつくります。
      マークの中にあるその他のメディアから、授業で使いたい思考ツールを挿入します。子ども 

1 人分のセクションができたら、クラスの人数分をコピー ＆ ペースト します。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを  Google Classroom で子どもに共有します。

P.36 の 2 次元コードで提供している、「すぐ使えるサンプル」に思考ツールを各種取り揃えましたので、ぜひ
ご活用ください。

Tips

思考ツールを用いて
情報収集・整理分析する

たくさんの情報を整理する際に思考ツールを活用することは有効な
手段の 1 つです。思考ツールにはそれぞれ考え方を整理するのに得意
な型があります。「比較する」ならベン図、「理由づける」ならクラゲチャー
トのように目的に合わせて思考ツールを活用することが大切です。さ
まざまな思考ツールを活用していくことで子どもたちが自分の考え方
に合った思考ツールを選び、情報を整理分析していくことにつながり
ます。

モンシロチョウとトノサマバッタの共通点、相違点を整理分析した例

フィッシュボーン座標軸ピラミッドチャート

クラゲチャートバタフライチャート Yチャートベン図

■思考ツール各種

有

識者
のコメント

活動の準備Step1

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

PDF閲覧の方はタップできます
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左上のセクション名を選択し、子どもに自分の名前を記入するよう伝えます。
          付せんツールを使い、子どもは知っている内容や調べた内容をもとにそれぞれの違いや
共通点を書き出します。

個人で記入した内容を見比べながら、グループで議論をします。
子どもは、グループワークで自分にはない視点等を得たあと、もう一度個人ワークに戻り
付せんを書き足します。

Tips Tips

他の子どもの意見を聞き、自分にはない視点だと思う付せんは、コピーをして
自分のセクションに貼り付けるよう促しましょう。
その際「友だちの意見をコピーした付せんはオレンジ色にする」等決めておく
と、学びの広がりを視覚的に残すことができます。

          手書きツールを
用いて、イラストで表現
することもできます。

グループで議論をする際には、発表を聞く側
がスポットライト機能で発表者のアイコンを
押すと、発表者と同じ画面を見ながら議論を
することができます。（P.12参照）

Tips

　      マークの中にあるその他のメディア
から、題材にする写真を挿入することがで
きます。

個人ワークで考えるStep2 グループで議論し個人の意見を見直すStep3

ポイント
学習の
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▼人数分をコピー ＆ ペースト

国 語

実践

6       セクションツールで子どもが作業するための 1 人分の枠をつくります。
      マークの中にあるその他のメディアから教科書や資料集の図版を挿入し、ワークシートを
作成します。子ども 1 人分のセクションができたら、クラスの人数分をコピー ＆ ペーストします。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

情報を構造化する

情報や知識同士を関連づけたり、1 つのカテゴリーから具体的な例を
出したりと、構造化して学ぶことは学びを深めるうえで非常に重要で
す。無限キャンバスである FigJam ボードだからこそ、たくさんの情報
を集めてコネクターで関係性を示したり、簡単に構造化することがで
きます。

 『ごんぎつね』の登場人物の関係性を構造化した例

有

識者
のコメント

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

PDF閲覧の方はタップできます

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

活動の準備Step1
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左上のセクション名を選択し、子どもに自分の名前を記入するよう伝えます。
何について関連づけるのか（今回であれば『ごんぎつね』の登場人物の相関図）を子どもに伝え、      
　　  図形ツールを使い、問いに対して、教科書を読んだり、追加で調べたりして整理します。
子どもは情報を、     　   コネクターツールを用い、関連づけて整理していきます。

他の子どものセクションを見にいき、気付いたことやアドバイスを       コメント機能を使って
記入するよう伝えます。
また、コメントをもらった人は返信をするよう教員が声をかけることで、 FigJam ボード上で協働
的な学び合いを促せます。

基本的な関係性が書けた人は、「矢印は1方向だけではなく、双方向に書け
るので、矢印を書き足そう」等、多角的に関係性を捉えられるよう、促しま
しょう。

コメント機能では、「@名前」と入れることで相手にメンションする
ことができます。
メンションすることで、相手に「自分宛のコメントだ」と認識して
もらう」ことができます。
もらったアドバイスコメントに対して質問をしたいことがあれば
メンションで返信をし、学び合うこともできます。

Tips

コネクターツールを選択
すると、ツールバーが表示
され、メニューから矢印
の色や太さを変えたり、
点線にしたりすることが
できます。

Tips

情報を関連づけて整理するStep2 協働的に学び合うStep3

他者からの気付きやアドバイスから、自分の考えを見直し、コネクターを繋ぎ
かえたり、関係性を変更したりすることが FigJam ボードでは簡単に行うこと
ができます。積極的に構造を見直し、組み替えていくことを促してみましょう。

ポイント
学習の

ポイント
学習の
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音声録音で学びを広げる

時間を超えて学びを蓄積する

クラスを超えて協働する

教科を超えて学びを深める

P.46

P.50

P.54

P.58

目次

無限キャンバスで
もっと広がる・深まる実践

第 3 章

第
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実践2

実践3

実践4

実践1

4544



▼お手本セクションを作成

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

実践

1
活動の準備Step1

音声録音で
学びを広げる

英文と、発音のお手本、発音をするときのポイントを準備します。
お手本を録音する機能は、      マークの中にあるウィジェットの検索窓で Voice Memo と検索
するとでてきます。Voice Memo の　   マークをクリックして、英文を読み上げ、録音をします。

英語の授業では自分の発音を自分で聴いたり、仲間同士で聴き
合ったりすることで、発音をよりよくしていくことができます。
FigJam では音声を簡単に録音・再生することができるため、発音
練習に役立ちます。国語の音読練習等にも応用できます。

英 語 発音練習を行った例

有

識者
のコメント

子どもの録音用セクションを準備します。「お手本」セクションをコピーし、録音済みの Voice 

Memo をクリックします。Start over を選択することで、録音されたデータが削除され、再度
録音可能な状態になります。子どもが、       マークをクリックするだけで録音できるセクションが
できあがるので、それをクラスの人数分コピー＆ペーストします。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

PDF閲覧の方はタップできます

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

Start over を押すと再度録音できます。
Tips

▼人数分をコピー＆ペースト

▼録音待ちの状態

▼録音済の状態

録音可能
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モデル音声を聴くときは、ポイントで記載されていることを意識しな
がら聴くようにすると、より正しい発音を把握することができます。

   ポイント
学習の

左上のセクション名を選択し、子どもに自分の名前を記入するよう伝えます。
お手本のモデル音声やポイントを確認します。        マークをクリックすると、Start recordingと
出てきます。クリックをすると自分の音声を録音できます。

フィードバックするStep3録音するStep2

子どもの録音を聴いて、フィードバックを      コメント機能で記入します。
また、子ども同士は、お互いの音声を聴き合い、自分の発音との違いを考えたり、      スタンプ
機能でリアクションを送り合ったりします。

フィードバックでは、改善点だけでなく、できている
点についても言及することで、よかったところは維持
し、よりよい発話ができるようになります。

子ども同士でお互いの音
声を聴き合って、スタンプ
やコメントを送り合うこと
で、学び合いを促すことが
できます。

録音をやり直す場合は、Voice Memo 

をクリックし、Start over を押すことで
録音音声を削除できます。

Voice Memoにタイト
ルをつけることも可能
です。

Tips

▼音声を再生する

▼音声を録音する

▼フィードバックをコメント機能でいれる

▼スタンプ機能でリアクションを送る

▼お手本の音声やポイントを確認

▼自分のセクションで、音声を録音

録音可能な状態

   ポイント
学習の

   ポイント
学習の
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このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

実践

2
活動の準備Step1

各授業の学びを蓄積し振り返ることで、考えの変化に気付いたり、
各授業の学びを関連付けたりすることができ、単元を通した学びを
振り返ることができます。FigJam では単元を通して俯瞰して振り
返りを見ることができたり、画像挿入や手書きでイラストを入れら
れることが特徴です。文字だけでなく、写真やイラスト等、色々な方
法で学びを蓄積し、振り返ることができます。

時間を超えて
学びを蓄積する

算 数  クラス全員で各授業や単元のまとめを蓄積した例

有

識者
のコメント

       セクションツールで縦長の枠をつくり、子ども 1 人用のスペースとします。
その中に、         テーブルツールを用い、振り返りの観点が入った表を作成し、表を       セクション
ツールで囲み、1 時間分の振り返りスペースとします。そして、このセクションを授業数分コピー 

& ペーストします。
子ども 1 人分のセクションができたらクラス人数分をコピー＆ペーストします。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

1 時間分の振り返り
スペースを、授業時間分
コピー & ペースト

子ども1人分の
セットをクラス人数分
コピー＆ペースト

PDF閲覧の方はタップできます

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

▼振り返りのセクションをクラス人数分作成
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単元ごとに振り返るStep3授業ごとにまとめを記入するStep2

授業の終わりに時間を取り、表の中に今日の授業の振り返りを記入するよう伝えます。 単元の学習がすべて終了したら、蓄積してきた振り返りを見返して、大事だと思ったことに線を
引いたり、さらに気付いたことを付せんに書き込んだりしながら、単元の学びを改めて振り返り、
「単元のまとめ」を記入します。

まとめに何を書くか迷って手が止まっている子どもがいる場合は、周囲の子どものまとめを参考に
してみるよう促すとよいでしょう。
また、子どもの振り返りから、次の授業の組み立てや、子どもへの働きかけをどのようにするか検討
することで、より子どもの状況に応じた授業を行うことができます。

単元を通してクラス全員の振り返りが 1 つのファイルで閲覧できることで、教員が子どもの学びを
把握しやすいだけでなく、子ども自身も他の子どもの意見を参考にしながら単元を通した自分の学
びの足跡を確認でき、振り返りの質向上を促すことができます。

　     コメント機能で、子ども同士でお互いのまとめに対し意見や
感想を述べ、学びを深めていくこともできます。

Tips

▼蓄積してきた振り返りに線を
引き、気付きを書き込む ▼単元を通した学びを整理し、記入する

タイマー機能を用いて、「授業の最後の5分」
等、時間を決めて記入させることで、集中して
取り組ませることができます。

Tips

   ポイント
学習の

   ポイント
学習の
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学年内で、どのクラスが何のテーマで情報収集を行い地図づくりをするのか相談します。
Google マップ等から地図をスクリーンショットし画像として保存し、       マークの中にある
その他のメディアから、地図の画像を挿入します。
      テキストツールや     　 図形ツールを使って、タイトルや各クラスの調査テーマを記載し
ます。
準備ができたら、FigJam ボードのリンクを Google Classroom で子どもに共有します。

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

実践

3
活動の準備Step1

授業はクラスで行うことが多いですが、クラスや学年を超えて協働
的に学習に取り組むことで、より広く情報収集ができたり、多面的・
多角的に捉えたりすることができるようになります。FigJam ボード
上は無限キャンバスなので、1 つのファイルにクラスや学年を超え
て情報を蓄積することができ、さまざまな視点を得る学習が可能
となります。

クラスを超えて
協働する

総合的な学習の時間 身近な地域について学年全体で調べた例

有

識者
のコメント

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！

防災や交通安全等、自分たちの生活にも活
きる、かつ、普段は着目していないような角
度で町を見つめることができる視点をテーマ
として設定することで、より深い学びを実施
することができます。

▼各クラスのテーマが書かれたマップを準備

PDF閲覧の方はタップできます

   ポイント
学習の
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自分なりの地図を作成するStep3情報を収集するStep2

他のクラスが調べた「防災・交通安全・不審者」の観点の情報も統合しながら、子ども 1 人ひとり
が自分なりの地図をつくれるようなテーマを新たに設定します。（例：新入生のための安全マップ
をつくる）
子どもはテーマにそって、全クラスのマップをもとに FigJam ボード上で「防災・交通安全・不審
者」の観点から安全について考え、マップを作成します。

教員から、この授業の目的（例：自分たちが安心・安全に暮らせる町にするにはどうすればよいか
を考える）を伝えます。そして、クラスごとのテーマに分かれながら、各自の端末で通学路の写真
を撮って調査することを伝えます。
子どもたちはクラスごとに情報を収集し、      コメント機能を使い、調べたことを記入したり、
撮影した写真を添付したりしていきます。

通学路が近い人同士で集まりながら
フィールドワークをすることで、それぞれ
違う視点でいつも通っている道を見てい
ることに気付くこともできます。

コメントを記入するとき、         から
画像を添付することもできます。

Tips

▼子ども 1 人ひとりがマップを作成

   ポイント
学習の
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テンプレートの公開をクリックテンプレートを公開を選択

このテーマで
「すぐ使えるサンプル」を

ダウンロード

実践

4
活動の準備Step1

有

識者
のコメント

デジタル上でさまざまな学びの蓄積がされているものの、教科を超
えた学びを統合する場はなかなかありませんでした。FigJam では
無限キャンバスのよさを活かし、各教科の学びを 1 枚の絵にして
いくことができます。自分が 1 年を通して学んだことを振り返ること
ができる、学びマップのような位置づけになります。また、試験前の
振り返りノートとしても活用することができ便利です。

教科を超えて
学びを深める

教科横断  個人で各教科の学びを蓄積した例

         図形ツールで教科名を横に並べ、単元のまとめを記入できる枠を       セクションツール
と       テーブルツールで作成します。また、一番上に教科を横断した「今学期の目標」、「今学
期の振り返り」の欄を作成します。これで子ども 1 人分の「学びマップ」のテンプレートは完成
なので、子どもたちがテンプレートを利用できるように、　　  共有から、テンプレートの共有
を行います。

テンプレートとして組織に公開するために
は、ファイルが下書きではなく、チーム内に
入っている必要があります。クラスで使用し
ているチーム内に「学びマップ」のプロジェク
トを作成しておき、そこにテンプレートのもと
となる原本を置いておくことがおすすめです。
（ P.17 参照）

Tips

▼学びマップテンプレートの作成

PDF閲覧の方はタップできます

Step1「活動の準備」で作成している
ファイルのサンプルが、2次元コードから
ダウンロードでき、すぐに授業で使えます！
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各教科の単元のまとめを蓄積するStep3子どもそれぞれのファイルをつくるStep2

授業のはじめに、「今学期の目標」を記入します。
それ以降は、各教科の単元が終わるタイミングで、子どもは、「学びマップ」に単元で学んだ
まとめを記載します。手書きのメモを加えたり、画像等を挿入したりしながら子どもが自由に
まとめていきます。単元を通して使った Google Workspace のファイルのリンクを挿入して
おくことで、いつでも学びにアクセスすることができます。
学期の終わりに、最初に書いた「今学期の目標」と、単元ごとに書かれた内容を見返し、自分
がどうであったかを「今学期の振り返り」に記入します。

教員は、子どもたちにそれぞれの「学びマップ」のファイルを置いてもらうためのプロジェクト
を作成します。（P.17 参照）
子どもは、教員から指定された「学びマップ」のプロジェクトにアクセスします。プロジェクト内
で                   をクリックし、FigJam ボードを新規に作成します。

「今後調べていきたいこと」にはスタンプ、「忘
れたくない大事なこと」にはステッカーを貼る
等、子ども 1 人ひとりが自分なりの創意工夫
をすると、より「学びマップ」に愛着がわき、今
後も振り返りがしやすくなります。
※ステッカーは         マークのステッカーより
挿入できます。

Tips

まとめを行う際に迷っている子どもがいる場合は、最初は教員が振り返りの
見本を示し支援をしましょう。

新規でFigJamボードを開いたら、左上の       テンプレートボタンを選択し、自分の所属するド
メイン（例：〇〇市）を選択後、自分のチーム（例：○○小学校 5 年 1 組）のテンプレートを選
択します。選択すると、 Step 1 で公開した「学びマップ」が出てくるので、それを選択し、
FigJam ボードの中に取り込みます。

▼FigJam ボードを開く

▼テンプレートボタンを選択 ▼自分のドメインからチームを探し、テンプレートを追加

▼テンプレートが FigJam ボードに取り込まれる

   ポイント
学習の
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聴く人か…そういえば
国語の授業で習ったかも！

他の授業に活かすStep4

単元のまとめを振り返ったシートを他の授業に活かしていきます。
例えば、総合的な学習の時間に子どもたちは「もっと知りたいこと」や「興味をもったこと」を「学
びマップ」から探し、それをもとに、課題を設定することが可能です。
また、設定した課題に対し、アンケートを取りたい場合は、算数で学習した表やグラフの知識を
使ったり、発表時には国語で学習した話し方の技能を参考にすることができます。

「総合的な学習の時間」だけでなく、例えば「算数で平均の求め方を習ったから、体育の幅跳びで
クラスの平均を求めてみる」等、これまでの学びを他の授業に活かすことも可能です。
また、授業に活かすのみでなく、子どもたちの試験前の振り返りノートとしても活用することができ
ます。振り返る中でさらに気付いたことがあれば追記をし、学びの宝箱として「学びマップ」を拡充し
ていきましょう。

まずは課題設定をしましょう！
「学びマップ」も参考にしてみよう

そういえば、古墳について
気になってたんだ！
課題はこれをもとに考えよう！

次回はいよいよ発表です！
聴く人に伝わるように発表しましょう！

あった！ 聴く人を意識して
情報を出すタイミングを
考えるとよさそうだな

▼例 ２ ： 総合的な学習の時間の発表時に、国語の「話す・聴くこと」の学びを活かす

▼例 1 ： 総合的な学習の時間の課題設定に活かす

   ポイント
学習の

6362



画面に表示される手順に従い設定し、
右上の保存をクリック

3.

Figma 社への申請Step1

無料 Figma アカウントの作成

右記の URLから、Figmaにアクセス

無料で始めるを選択

Google で続行をクリックし、組織のメールアドレスでログイン

個人情報フォームに、利用シーンなど最も適した回答を入力

無料で始めるをクリックし、スターターチームを選択

FigJam ファイルを開くを選択

右記の URLから、教育ステータスを確認

3.
4.
5.

6.
7.

2.
1.

申請フォームへの記入

　FigJam は Figma 社が提供する製品で、学校向けに無料で提供されます。申し込みは 

Google Workspase for Education 同様に教育委員会が行います。 設定は、次の 3Step で
実施できますので、手順に沿って手続きをお願いします。

　FigJamの利用には、提供元の Figma社への申請が必要です。
　申請は教育委員会など、Google Workspace の特権管理者アカウントをお持ちの方が代表
して行うようお願いします。

※教育ステータスを確認しない場合、アップグレードを促すメールが送られてきます。これらのメッセージは無視してください。

　組織の管理者として、 Google Workspace を通じて FigJam のライセンスを有効にする前に、無料の Figma 
アカウントが必要です。下記手順でアカウントの作成をお願いします。
※組織のドメインに関連付けられている Figma アカウントを既にお持ちの場合は、この手順を省略できます。

右記の URLから申請フォームにアクセスし、
今すぐ始めましょうをクリックして登録を開始

フォームの必須項目をすべて入力

一番下の確認事項をチェックし、申請するをクリック
figma.com/chromebooks

申請フォーム1.

figma.com/ja

Figma にアクセス1.

figma.com/education/apply

教育ステータス確認7.

3.
2.

1.

Tips

言語が英語表示になっている場合、 P.7 に記載の方法で
日本語に切り替えてください。

Figma の設定Step2

Figma アプリのインストール

　下記の手順で、 Google管理コンソールから Figmaの設定を行ってください。

Google管理コンソール（右記の URL）に特権管理者アカウントでログイン

管理コンソールから、デバイス ＞ Chrome の順にクリック

アプリと拡張機能 ＞ ユーザーとブラウザをクリック

アプリを付与する組織部門を選択
❶ドメイン内の全員に設定を適用する場合：一番上の組織部門を選択
❷一部の組織に適用する場合：子組織部門を選択

右下の黄色い追加ボタンをクリック

ポップアップ表示される 4つの丸の一番上にある地球儀のアイコンを選択し、 
URL で追加の URL入力欄に「https://www.figma.com/ja/」を追加し保存

「Figma」アプリのインストール ポリシーで、
自動インストールして ChromeOS タスクバーに固定する を選択

右上の保存をクリック

admin.google.com 

ログイン1.

3.
2.
1.

8.

4.

5.

7.

6.

Figma ライセンスの取得 Figma ライセンスの展開

Google 管理コンソールにログインし、
デバイス＞ Chrome ＞ アプリの拡張機能＞
アプリのライセンス ページで
「 Figma 」アプリを選択

ドメインまたはアクセスを許可したい組織
部門ごとに、アプリのライセンスをオンに変更

右上の保存をクリック3.

2.

1.Step 1の後、Figma 社の担当者より
別途ご案内するライセンス取得用 URL を
クリック

表示されているアプリとライセンスの数量が、
申込時の申請内容と一致していることを
確認し、取得をクリック

2.

1.

Tips

アプリのライセンスをはじめてオン（有効）に
すると、アプリの API アクセスを承認するよう
求められます。確認のうえ、チェック欄にチェッ
クを入れて承諾
をクリックして
ください。

Tips
これらの操作を行うことで、
Chromebook のランチャー
から Figma アプリを選択
できるようになります。
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Google 管理コンソールから、セキュリティ  ＞ アクセスとデータ管理  ＞ API の制御  ＞
サードパーティ製アプリのアクセスを管理 と遷移します

「アプリのアクセス制御」ページのアプリを追加 ＞
 OAuth アプリ名またはクライアント IDより Figma アプリを検索します

「Figma」アプリを選択しアクセス権限を変更をクリック

範囲（すべて、または指定の組織部門）を決定

次に信頼設定を行います
Google データへのアクセス設定画面で、信頼できるを選び次へをクリック

Figma アプリのアクセスと信頼設定

3.
4.
5.

6.
7.

2.

1.

Figma 組織へのアクセスのテストStep3

Tips

完了報告後、組織のアカウントが作成され、ご自身のアカウント、または指定された別のアカウントが
管理者としてアップグレードされると、通知が届きます。
通知が届いたら、次ページの Step３「Figma 組織へのアクセスのテスト」を実施してください。

figma.com/ja

Figma にアクセス1.

Tips

組織名と管理者設定タブが表示されない場合
は、外部チームが表示されている可能性があり
ます。
ファイルブラウザから、「外部チーム」の隣にある
ドロップダウンを選択し、地区名または学校名
を選択してください。

Figma 管理者アカウントの確認

右記 URLから Figma にアクセス

ログインを選択し、Google で続行をクリックし、
組織の管理者メールアドレスでログイン

左のツールバーで「学校名または地区名」「管理者」の項目を確認し、
組織のアカウントであることを確認

1.
2.

3.

Figma の設定　つづきStep2

確認画面でアクセス設定を確認しアクセス権限変更ボタンを押す

ここまでの設定が完了したら FigJam 担当者までメールで完了報告を行う

https://goo.gle/training_fig_figjam

FigJam 研修
Chromebook 採用自治体
の教育委員会ご担当者
様、教職員様向けの操作
研修を実施しています。

https://help.figma.com/hc/ja

FigJam のヘルプページ
FigJam の最新情報とヘル
プページをご確認いただけ
ます。また、FigJam ボード
右下の　からもお問い合わ
せいただくことが可能です。

※本冊子では、2024 年 4 月時点の情報をもとに、 FigJam の機能や学習における利用について紹介しています。
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